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＜はじめに＞

前回、私たちは「メディアとは何か」という課題に取り組み、コミュニケーションとは二人以上の人間が情報を共有しようとすることであり、コミュニケーションを媒介するものをメディアととらえた。つまり、メディアとはコミュニケーションの過程の一部を担うものであるという構図を示したのである。

今回は、まずコミュニケーションを「なぜ行われるのか（ニーズ）」という点と、「どのような視点で捉えることができるのか（視点）」という点に絞り考え【１】・【２】、そしてメディアとコミュニケーションの関係性【３】・【４】についてさらに考察を進めてみたい。
１．コミュニケーションとニーズ

アルダーファーのE.R.G理論（3つのニーズ）
ニーズ（needs）は人間の行動を誘発しているものと考えられ、コミュニケーションと密接に関わっている。

①生存ニーズ
人間が生きていくために必要な生理的欲求や物質的安全を確保し、自分の　生存に必要な物質的条件を満たそうとする行動。

②関係ニーズ
人間は他者と関わることで自己(の存在)を認識することが出来る。そして、他者からの愛情、尊敬を得る、又は他者との関係を断つ(逃避する)ことで精神的安定を満たそうとする行動。

③成長ニーズ
人間が生きていく（成長していく）過程において生じる欲求であり、自己実現を目指そうとする行動。

コミュニケーションにおけるニーズの表出
日常的にコミュニケーションのパートナーのニーズを理解することがお互いの関係をよりよくするためには大切である。しかし、ニーズはなかなか表面的には分からないものであるため、コミュニケーションの当事者がお互いのニーズを理解していないということは日常的に起こっている。
２．コミュニケーションの４つの視点

①機械論的視点

コミュニケーションを物理学的に捉え、機械が情報を伝達する効率に焦点を当てたシステム構造を示した見方。

Information　source　→　Trensmitter　→　Channel　→　Receiver　→　Destination

　　　　　　　　　　　　　Message　　　　　　Signal　　　　　Signal　　　　　Message

　　　　　　　　　　　（言語メッセージ）

械論的視点では、メッセージはチャンネルを通して送り手から受け手に伝わるものであり、人が主体的にメッセージに意味を与えるわけではない。

②心理学的視点

私たちが外からうける刺激（言語・非言語メッセージ）を選別して取り入れる受け手側のフィルターに焦点を当てた見方。

心理学的モデル図には、人の行動は、刺激（Ｓ）に対する反応（Ｒ）の連続からなるとする学習理論、さらにこの刺激を選択する主体（Ｏ）、そして反応から出てくる結果（Ｃ）が構成要素として示されている。私たちは自分が持っている概念フィルターで刺激を選別して特定の刺激を取り入れている。そしてその取り入れた刺激に対して何らかの反応をすることがコミュニケーションを行なうということである。心理学的視点では、メッセージの意味はコミュニケーションを行なう人が与えるものである。

③相互作用論的視点

コミュニケーションの当事者間にある言葉や行為というシンボルが、どのように創造され、意味づけられ、共有されるかに焦点をあてた見方。

シンボル創造という能力は人間だけに与えられた能力であり、共有されなくてはコミュニケーションは成立しない。

自己は他者とのコミュニケーションを通してのみ作られるとしている。

コミュニケーションは役割取得及び遂行によって成立する。役割はコミュニケーションが起こっている社会的枠組みに規定される（ＥＸ→私に対してあなた、教員に対して学生ｅｔｃ．．．）。そしてその役割を遂行していく中で、自己や他者を見たり、自己を他者の目で見たりしてコミュニケーション行動を調整したり、修正していく。

相互作用論的モデルから見たコミュニケーション能力において円滑なコミュニケーションを行うためには、互いに対するあるいは物事に対する共通理解を深めていくことである。

④システム論的視点

コミュニケーションを行っている二者を１つの単位とみなし、その単位で見たときにどのような仕組みで動いているかに焦点を当てた見方。

コミュニケーションを分析する際に着眼する単位が、繰り返されるパターンであり、コミュニケーションの構造やそれをつかさどる調整可能なルールである。

システム論的視点においては、ルールを把握しそれに従うのがコミュニケーション能力につながる。そして、そのルールやシステム全体に慣れると、今度はルールを調整したりしてシステムの改善に努めることも可能になる。

法則とルール

調整不可能な法則に支配されているということを前提とするグループ
機械論的視点と心理学的視点→法則によりコミュニケーションがつかさどられているということを前提にして、因果関係を探求している。
関わっている人たちが主体的に調整しているということを前提とするグループ

相互作用論的視点とシステム論的視点→調整可能なルールを前提にして現象がどのようになっているかを探求している。
3． メディアとコミュニケーションの関係

ここで、メディアとコミュニケーションの関係についてあらたに考えてみたい。メディアとは情報を媒介する手段であり、人間に情報をもたらすものは大きく分けて以下の三つである。
人間が受け取る情報
①環境の観察によって得られる情報

環境は生存し行動する人間に絶えず情報を送り続ける。私たちは受動的能動的の両面からこれをとらえる。このときのメディアの役割は、環境を世界として洞察するための手がかりとなるということである。感覚器官の延長。
②他者とのコミュニケーションによって得られる情報

他者との間の意思疎通によって情報を得るというだけでなく、その間に「社会」というシステムを成立させるというのが特徴。このときのメディアの役割は、コミュニケーションにおける意味のやりとりを高度かつ安定的にすることである。

③他者に属する事物によって得られる情報

他者とコミュニケーションをするという意図に関わらず、人が持っているものや着ている服、趣味や教養までを含みその人を語る情報。

以上のように人間に情報をもたらすものは三つに分類することができるが、これらは同じ＜メディアの領域＞に存在しており外在するものである。従って、すべてのメディアがコミュニケーションを媒介するとは限らず、メディアとコミュニケーションは同一ではないといえる。

４．コミュニケーションからみたメディア
ニクラス・ルーマンのコミュニケーション成立の条件

コミュニケーションとは、相手が何を考え、何を伝えたがっているのかを理解することに他ならない。このシステムをルーマンは、三極の選択課程と示した。その流れは以下である。


情報の選択性　→　伝達の選択性　→　理解の選択性

他我　　　　　　　　　　　　　　　　自我
「他我」のなかには、「情報」と「伝達」の差異がある→その隔たりを自我が「理解する」。そして他者に促すことで、コミュニケーションは成立する。

ところが、特に言語以外の「モノ」によるコミュニケーションの場合において、「情報」と「伝達」の差異を想定しなければ、媒介物や事物をメディアと見なすことは不可能である。

＜考察＞
他我から発せられる情報は言語を含めて、文化的なコード体系はすべて一人ひとりの経験と記憶に依存している。これが他我と自我の間では完全に一致することはない。しかしニーズでもふれたように、人はコミュニケーションをせずにはいられない。そのため、コミュニケーションをするとき、人は相手との共通認識があることを期待する。それがなくては、コミュニケーションを行おうとすらしないのである。

＜疑問点＞
　情報の環境化考えたとき、そこにコミュニケーションが発生するかどうかはとても曖昧なモノである。

みなさんも日常でそのような情報にふれていると思います。皆さんはそれに気づいていますか？気づいているとしたらどのような点ですか？
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